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健康日本 21 推進 幸手市大会 第 38 回幸手市健康福祉まつり

　11 月 4 日（日）ウェルス幸手で、健康福祉まつりが開催されました。市内ボランティア団体の紹介や

体験、健康に関する相談コーナー、福祉施設などによる物品販売が行われ、多くの人で賑わいました。
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第 58 回幸手市文化祭

　11 月 3 日（土・祝）・4 日（日）アスカル幸手で、幸

手市文化祭が行われました。

　市内で活動しているみなさんのステージ発表や、

さまざまな作品展示、各種催物が行われ、多くの来

場者を楽しませていました。
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あいさつ標語コンクール
～学校・家庭・地域が連携した取組～

教育部指導課

　幸手市道徳教育推進協議会議では、あい

さつの大切さや、あいさつをすることの楽

しさについて考えるきっかけになるよう、

幸手市内の児童・生徒のみなさんから、あ

いさつ標語を募集しました。

　応募された作品の中から、最優秀賞１点、

優秀賞８点を選考

しましたので、紹

介します。

☆最優秀賞

「こんにちは」　そこから始まる　地域の輪

☆優秀賞

あいさつで　ハートの充電　フルチャージ

あいさつに　名前が入ると　うれしいね

あいさつで　みんなの心　ぽっかぽか

あいさつで　かよう心の　あたたかさ

あいさつで　つながる広がる　みんなの絆

あいさつは　今日が始まる　合い言葉

わたそうよ　あいさつバトン　自分から

元気な声　響くあいさつ　咲く笑顔

　家族で一緒に考えてくださったご家庭も

あります。ご協力ありがとうございました。

　市教育委員会では、今後も学校・家庭・

地域のみなさんが連携し、気持ちのよいあ

いさつが交わされる幸手市になるように、

活動を推進してまいります。

日本ドラゴンカヌー選手権大会

　兼　Saitama Dragon Cup

　10 月 28 日（日）行幸湖で、日本ドラゴンカヌー選手

権大会兼 Saitama Dragon Cup が開催されました。

　市内外から 31 チームが参加し、水上の熱き戦い

が繰り広げられ、掛け声や歓声で会場は賑わいを見

せていました。
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郷土芸能大会

　10 月 28 日（日）西公民館で、郷土芸能大会が行われました。

　市指定無形民俗文化財である、高須賀大杉ばやし保存会および行幸小学校児童による、大太鼓・小

太鼓・笛・鐘の演奏や、松石ささら獅子舞保存会による、雄獅子・中獅子・雌獅子の舞が披露されま

した。

　歴史ある郷土芸能が披露されると、奏でる音色が会場を包み込み、自然と拍手が沸き起こりました。

▲選考の様子


